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つなごう！未来へ

　
毎
月
、
島
原
半
島
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト
や
そ
の

見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

　

今
回
は
災
害
を
伝
え
続
け
る
貴
重
な
遺
構

「
旧
大
野
木
場
小
学
校
被
災
校
舎
」
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　
強
い
台
風
17
号
が
去
り
、
大
き
く
破
れ
た
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
真
ん
中
か
ら
折
れ
た
電
柱
な

ど
、
暴
風
に
よ
る
被
害
の
跡
が
ま
だ
残
っ
て
い

た
１
９
９
１
年
９
月
15
日
。
こ
の
日
は
朝
か
ら

溶
岩
ド
ー
ム
の
崩
落
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
溶
岩

ド
ー
ム
が
崩
れ
る
た
び
に
、
小
規
模
な
火
砕
流

が
溶
岩
ド
ー
ム
の
北
東
に
あ
る
「
お
し
が
谷
」

の
中
に
流
れ
込
み
ま
し
た
。

　
午
後
４
時
44
分
、
規
模
の
大
き
な
火
砕
流
が

発
生
し
、
火
砕
流
か
ら
舞
い
上
が
っ
た
噴
煙
が

１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
ま
で
上
昇
し

ま
し
た
。
午
後
６
時
42
分
と
54
分
に
は
、
一
連

の
平
成
噴
火
の
中
で
最
大
規
模
の
火
砕
流
が
相

次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。
泥
団
子
の
よ
う
に
固

ま
っ
た
火
山
灰
が
大
量
に
降
り
注
い
だ
市
内
や

深
江
の
市
街
地
は
、
垂
木
台
地
で
発
生
し
た
森

林
火
災
の
影
響
で
、
焦
げ
臭
い
に
お
い
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　
最
大
規
模
の
火
砕
流
は
、
お
し
が
谷
を
通
り

抜
け
て
水
無
川
に
達
し
た
後
、
向
き
を
変
え
、

水
無
川
の
中
を
流
れ
下
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
火
砕
流
か
ら
舞
い
上
が
っ
た
熱
風

は
、
向
き
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
直

進
し
、
川
沿
い
に
あ
っ
た
大
野
木
場
小
学
校
の

校
舎
と
そ
の
周
囲
の
家
屋
を
直
撃
し
た
の
で
す
。

こ
の
時
、
発
生
し
た
熱
風
は
、
火
山
噴
火
が
原

因
で
発
生
す
る
突
風
の
一
種
で
、「
火
砕
サ
ー

ジ
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
火
砕
流
の
発

生
に
伴
っ
て「
火
砕
サ
ー
ジ
」が
生
じ
る
こ
と
は
、

主
に
地
層
の
観
察
か
ら
推
定
さ
れ
て
い
た
の
で

す
が
、
そ
の
存
在
が
実
際
に
確
認
さ
れ
た
の
は

こ
の
時
の
噴
火
が
初
め
て
で
し
た
。

　
被
災
か
ら
25
年
が
た
っ
た
今
で
も
、
旧
大
野

木
場
小
学
校
の
校
舎
は
、
当
時
の
姿
の
ま
ま
、

噴
火
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
や
外
国
の
人
た

ち
に
、
あ
の
日
、
こ
こ
で
何
が
起
き
た
の
か
を

静
か
に
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
次
回
は
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
再
審
査
に
向

け
て
」
を
紹
介
し
ま
す
。

災害を伝え続ける貴重な遺構―旧大野木場小学校被災校舎―

　
　
旧
大
野
木
場
小
学
校
被
災
校
舎

　島原半島の歴史・文化・自然、そしてそれらを支えるジオの魅力を専門の先生が毎月やさしく
紹介します。

最
大
規
模
の
火
砕
流

第４回島原半島ユネスコ世界ジオパークセミナー

旧大野木場小学校被災校舎前で
平成噴火とその災害を学ぶ小学生

▶と　き　９月 24 日（土）　10 時～ 12 時
▶ところ　島原城観光復興記念館
▶参加料　無料
※車で入場する場合は、駐車場代が必要です
▶講　師　島原史談会　松尾卓次 先生
▶題　目　日本の 100 名城「島原城」
▶問い合わせ先　島原半島ジオパーク協議会（☎ 65-5540）
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